








要約:カルボン酸分析計を応用したアシルカルニチン定量分析法について検討した結果,炭

素数 10(デカノイル)以下のモノカルボン酸アシルカルニチンと炭素数 12(ドデカンジオイ

ル)以下のジカルボン酸アシルカルニチンの同時分析ができ,また10nmolから1000nmol/ml

の間でよい定量性を得た。本分析法は 1検体 2時間 30 分で尿アシルカルニチンの連続自動

分析ができ,有機酸代謝異常症の診断と病態の解析に有用であることを確認した。 


